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学位論文審査結果の要旨
本学位請求論文に対する各審査委員による予備審査の後、平成１６年７月３０曰に口頭発表会を開催し、
終了後直ちに論文審査委員会を開催し以下のように判定した。本論文は、火山ガラス及び合成メタ珪酸塩ガ
ラスの静的及び動的圧縮による構造変化についての研究をまとめたものである。高圧力下での珪酸塩ガラス
構造の情報は、マグマの物理的特性ならびにクレータ形成過程での物質変化の研究に必須である。しかし、
複雑な組成を持つ珪酸塩ガラスならびに衝撃圧縮による構造変化の研究報告は少ない。本論文ではまず、複
雑な化学組成を持つ火山ガラス等について衝撃圧縮実験を行い、その圧縮挙動が静水圧下での挙動と異なっ
ており、密度増加率のガラスによる違いは化学組成と原子レベルの構造の差に起因することを示した。ま
た、合成CaSiO3及びCaMgSi206ガラスは衝撃圧縮での密度増加は極めて小さく、SiO4四面体の重合度が小
さく圧縮構造が緩和されやすいことがその原因であると結論づけている。さらに、分子動力学計算によっ
て、CaSiO3-MgSiO3系ガラスの圧縮挙動を調べ、CaSiO3-MgSiO3系ガラスの高密度化には中距離構造
の変化が大きく寄与し、SiO4四面体結合角の変化の寄与は小さいことを明らかにした。本論文は、隅石衝
突などの衝撃圧力下での珪酸塩物質の挙動と地球内部での珪酸塩融体の挙動の解明に大きく寄与するもので
ある。よって本論文は博士論文に値するものと考え、合格と判定した。
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